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【写真１】株式会社広島野球倶
く

楽
ら

部
ぶ

株券
昭和 25 年（1950）10 月 30 日（広島県行政文書
S01-2014-673）。５万円券 100 枚が紙

こ よ り

縒で綴じて
ある。

【写真２】「カープの現況調査報告書」
昭和 30 年（1955）３月９日［「カープ一件」
所収］（広島県行政文書 S01-2014-673）。調査
担当者は，県への配当は今後も当分望めないが，
その一方で４年間の入場税収入は 1,600 万円に
達しており，県独自の立場で見た時は，無意味
な 500 万円の投資だったとは言えないと述べ
ている。
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今
年
度
、
広
島
県
の
財
産
管
理
課
か
ら
、
広
島
カ
ー
プ
創
設
期
の
株
券
と

関
連
の
行
政
文
書
が
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
株
券
は
、
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
）
に
、
カ
ー
プ
の
運
営
主
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社

広
島
野
球
倶く

楽ら

部ぶ

が
発
行
し
た
も
の
で
、
広
島
県
が
出
資
し
た
五
百
万
円
分

で
す
【
写
真
１
】。
こ
の
株
券
は
、
会
社
の
解
散
に
よ
っ
て
経
済
的
価
値
を

失
い
、
昭
和
三
十
六
年
に
不
用
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
県
庁
で
保

存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
文
書
は
「
カ
ー
プ
一
件
」
と
い
う
表
題
で
、
広
島
野
球
倶
楽

部
に
対
す
る
県
の
出
資
状
況
や
、
同
社
の
経
営
の
実
情
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
昭
和
二
十
五
年
の
「
目も
く

論ろ

見み

書し
ょ

」（
事
業
計
画
書
）
で
は
、
カ
ー

プ
を
一
個
人
や
一
会
社
の
チ
ー
ム
と
す
る
こ
と
な
く
、
株
を
一
般
か
ら
募
集

し
、
技
術
・
品
性
と
も
に
傑
出
し
た
人
材
を
広
く
集
め
て
、「
東
洋
最
強
の

球
団
」
を
結
成
す
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
初
か
ら
経
営
は
厳
し
く
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
の
現
況
報
告

書
を
見
れ
ば
、
早
く
も
資
金
難
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
石
本

秀し
ゅ
う
い
ち
一
監
督
の
発
案
に
よ
り
、
後
援
会
を
結
成
し
て
資
金
を
集
め
、
カ
ー
プ
解

散
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
話
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。
筆
頭
株
主

で
あ
っ
た
広
島
県
は
、
資
金
調
達
に
も
協
力
し
、
同
年
七
月
に
は
、
広
島
市

と
共
同
で
海
外
在
留
広
島
県
出
身
者
に
募
金
を
呼
び
掛
け
、「
原
爆
に
潰つ
い

え

た
広
島
県
市
民
が
復
興
の
燈と
も
し
び火

と
す
る
た
め
、
零
細
な
涙
の
出
る
よ
う
な
金

を
集
め
て
日
夜
支
援
し
て
い
る
こ
の
郷
土
球
団
」
に
対
し
、
援
助
を
要
請
し

て
い
ま
す
。

　

カ
ー
プ
の
成
績
は
、
当
初
の
二
年
連
続
最
下
位
か
ら
、
昭
和
二
十
七
年
度

は
七
チ
ー
ム
中
六
位
、
六
チ
ー
ム
と
な
っ
た
二
十
八
年
度
か
ら
は
三
年
連
続

四
位
と
上
昇
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
社
の
負
債
は
年
々
膨
ら
み
、
昭
和
三

十
年
三
月
の
県
の
調
査
報
告
書
【
写
真
２
】
で
は
、
赤
字
が
四
千
万
円
以
上

に
及
ぶ
見
込
み
で
、
収
入
を
上
回
る
無
理
な
支
出
に
よ
っ
て
選
手
を
獲
得
し
、

強
化
を
図
っ
て
き
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
い
ま
す
。
結
局
、
昭
和
三
十
年
十

二
月
に
会
社
を
発
展
的
に
解
散
し
、
広
島
財
界
の
有
力
企
業
が
主
導
す
る
新

会
社
の
下
で
、
カ
ー
プ
の
存
続
育
成
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
昭
和
三
十
一
年
一
月
に
株
式
会
社
広
島
カ
ー
プ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
設
期
の
カ
ー
プ
を
広
島
県
民
・
市
民
が
懸
命
に
支
え
た
こ
と
は
、
た
る

募
金
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
文
書
は
行
政

の
支
援
の
状
況
を
具
体
的
に
示
す
興
味
深
い
資
料
で
す
。�

（
荒
木
清
二
）

広
島
カ
ー
プ
創
設
期
の
株
券
と
関
連
文
書



【
寄
稿
】

広
島
県
立
文
書
館
の
角か
く

筆ひ
つ

文
献

―
発
見
と
そ
の
意
義
―

広
島
女
学
院
大
学
教
授　
　

柚ゆ
の

木き

靖
史

「菱」の右横に角筆で「リヤウ」

「侈」の右横に角筆で「シ」
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広
島
県
立
文
書
館
で
の
角
筆
文
献
発
掘
調
査

の
成
果
と
意
義

　

二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
五
日
（
水
曜
日
）

と
同
年
十
二
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
）
に
、
広

島
県
立
文
書
館
（
以
下
、
文
書
館
と
記
す
）
所

蔵
の
江
戸
時
代
漢
籍
を
対
象
に
、
学
生
と
と
も

に
角
筆
の
書
き
入
れ
の
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
調
査
の
結
果
、
九
点
、
計
十
四
冊
の
角
筆

文
献
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
調

査
は
授
業
の
一
環
と
し
て
学
生
と
と
も
に
行
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
発
見
の
多
く
は
、
学
生
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
授
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

二
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
の
調
査
で
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
発
見
点
数
は
期
待
ど
お
り
の
成
果

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
度
の
調
査
で
対
象
に
し
た
の
は
、「
安

芸
国
広
島
浅
野
家
家
中
桑
原
家
文
書
」
と
「
備

後
国
芦
田
郡
府
中
市
村
延
藤
家
文
書
」
で
あ
る
。

角
筆
の
書
き
入
れ
は
、
四
書
五
経
や
漢
詩
、
経

文
類
に
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
、
調

査
対
象
の
古
文
書
の
な
か
か
ら
、「
論
語
」「
中

庸
」「
孟
子
」「
小
学
」「
蒙
求
」「
十
八
史
略
」

「
文
選
旁
訓
大
全
」
計
二
十
二
点
を
選
定
し
、

集
中
的
に
角
筆
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
発

掘
調
査
で
、
こ
の
う
ち
の
九
点
か
ら
角
筆
文
献

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
発
見
点
数
は
、

文
書
館
か
ら
、
今
後
も
多
く
の
角
筆
文
献
が
発

見
さ
れ
る
こ
と
を
十
分
予
想
で
き
る
も
の
で

あ
っ
た
。

角
筆
文
献
と
は
何
か

　

さ
て
、
こ
こ
で
角
筆
文
献
に
つ
い
て
、
改
め

て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
角
筆
文
献
と
は
、
小

林
芳
規
博
士
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
り

発
見
さ
れ
、
精
力
的
に
発
掘
調
査
、
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
角
筆
文
献
は
、
今
日
で
は
、

日
本
全
県
か
ら
は
も
と
よ
り
、
中
国
、
朝
鮮
半

島
等
、
海
外
か
ら
多
数
発
見
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
広
島
県
下
で
も
、
す
で
に
多
く
の
角

筆
文
献
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
文
書
館

で
の
角
筆
調
査
に
よ
り
、
さ
ら
に
、
角
筆
文
献

の
発
見
地
点
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

　

角
筆
と
は
筆
記
具
の
一
種
で
、
そ
の
角
筆
を

使
っ
て
、
古
文
献
に
文
字
や
符
号
、
絵
な
ど
を

書
き
入
れ
た
文
献
を
、
角
筆
文
献
と
い
う
。
角

筆
は
、
例
え
ば
、
筆
の
よ
う
に
、
墨
で
紙
面
に

色
を
付
け
て
文
字
を
書
く
筆
記
具
と
は
異
な
り
、

た
だ
、
箸
の
よ
う
な
形
状
で
、
細
い
棒
の
一
端

を
削
り
と
が
ら
せ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
尖
っ
た
先
を
、
本
の
紙
面
に
押
し
付
け
、
紙

面
を
ひ
っ
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
な
ど
の

線
を
書
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
か
れ

た
線
は
、
紙
面
に
残
さ
れ
た
凹
み
で
あ
っ
て
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
白
紙
と
変
わ
ら
な
い
。

ち
ょ
う
ど
、
芯
の
折
れ
た
鉛
筆
を
、
無
理
や
り
、

紙
面
に
押
し
つ
け
、
ひ
っ
か
い
て
書
く
と
、
そ

の
後
に
細
い
凹
み
線
が
で
き
る
の
に
似
て
い
る
。

そ
の
凹
み
線
を
、
紙
面
の
角
度
を
調
整
し
て
影

を
作
っ
た
状
態
で
見
れ
ば
、
そ
の
凹
み
の
影
が

黒
い
線
と
し
て
見
え
、
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字

を
後
か
ら
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
角
筆
で

書
か
れ
た
文
字
は
、
墨
で
書
か
れ
た
文
字
の
よ

う
に
、
黒
々
と
目
に
映
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
角

筆
を
使
っ
て
文
字
を
書
く
利
点
で
も
あ
る
。
た

と
え
ば
、
漢
文
を
学
ぶ
際
に
、
後
か
ら
他
者
の

目
に
留
ま
ら
ぬ
よ
う
、
ま
た
貴
重
な
テ
キ
ス
ト

の
紙
面
を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
、
師
か
ら
教
え
ら
れ

た
漢
文
の
読
み
方
を
、
す
ば
や
く
テ
キ
ス
ト
に

書
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
者
に
見
せ
る

こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、
自
分
の
備
忘
の
た
め
に

書
か
れ
た
文
字
情
報
に
は
、
他
者
を
意
識
し
て

飾
り
立
て
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
堅
苦
し
い

文
章
語
で
は
な
く
、
私
的
で
話
し
言
葉
に
近
い

文
字
情
報
が
現
れ
や
す
い
。
そ
の
点
で
、
角
筆

文
献
は
、
地
方
に
お
け
る
日
本
語
の
歴
史
を
考

え
る
研
究
資
料
と
し
て
適
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
筆
記
具
を
使
っ
て
文
字
が
書
き

入
れ
ら
れ
た
角
筆
文
献
は
、
明
治
時
代
ま
で
の

古
文
書
か
ら
多
数
見
つ
か
る
。
特
に
江
戸
時
代

の
漢
籍
を
中
心
と
し
た
和
装
本
か
ら
は
、
角
筆

の
書
き
入
れ
が
見
つ
か
る
確
率
が
高
い
。
そ
の

こ
と
は
、
今
回
、
二
十
二
点
の
漢
籍
の
う
ち
、

九
点
が
角
筆
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
を
確
認

す
る
た
め
に
は
、
太
陽
光
の
よ
う
な
一
方
向
か

ら
の
光
線
の
下
、
紙
面
の
向
き
を
調
整
さ
せ
な

が
ら
、
凹
み
線
の
影
を
作
り
出
す
技
術
と
経
験

が
必
要
で
あ
る
。
授
業
と
し
て
、
学
生
と
と
も

に
行
う
角
筆
調
査
は
、
こ
の
技
術
を
伝
え
、
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
。

角
筆
文
献
発
掘
調
査
の
教
育
的
効
果

　

私
は
、
大
学
の
授
業
で
、
郷
土
資
料
調
査
に

基
づ
く
日
本
語
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
授
業
で
扱
う
の
は
、
主
に
江
戸
時
代
の
和

装
本
の
現
物
で
あ
り
、
特
に
角
筆
文
献
と
い
う

特
殊
な
資
料
で
あ
る
。
今
回
の
角
筆
文
献
発
掘

調
査
の
意
義
は
、
大
学
の
授
業
、
す
な
わ
ち
教

育
の
一
環
と
し
て
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
あ

る
。
古
文
書
を
扱
う
授
業
は
少
な
く
は
な
い
で
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あ
ろ
う
が
、
角
筆
文
献
を
学
生
自
ら
発
掘
し
、

学
生
自
ら
角
筆
の
文
字
を
解
読
し
、
そ
の
解
読

デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
郷
土
の
昔
の
日
本
語
の
姿

を
見
出
し
て
い
く
授
業
は
、
ま
ず
無
い
で
あ
ろ

う
。
公
共
の
施
設
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

今
回
の
調
査
は
、
全
国
で
初
め
て
の
試
み
と

い
っ
て
よ
い
。
角
筆
文
献
の
発
見
に
は
、
感
動

が
伴
う
。
そ
の
感
動
は
、
学
生
た
ち
の
郷
土
資

料
へ
の
興
味
関
心
を
掻
き
立
て
、
文
献
文
化
財

保
存
へ
の
意
識
を
掘
り
起
こ
す
契
機
に
な
る
。

授
業
の
参
加
者
は
、
司
書
や
学
芸
員
、
国
語
教

員
等
を
志
す
学
生
が
多
い
。
古
文
書
の
現
物
を

手
に
し
て
の
、
角
筆
文
献
発
掘
調
査
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
郷
土
の
資
料
が
数
多
く
収

め
ら
れ
、
整
理
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
館
は
、

教
育
に
と
っ
て
恰
好
の
場
所
で
あ
る
。

角
筆
発
掘
調
査
の
課
題
と
今
後
の
展
望

　

角
筆
は
、
昭
和
三
六
年
に
広
島
大
学
名
誉
教

授
小
林
芳
規
博
士
に
よ
り
、
発
見
さ
れ
、
以
来
、

広
島
大
学
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

い
わ
ば
、
広
島
の
地
か
ら
起
こ
っ
た
新
し
い
学

問
領
域
で
あ
る
。
そ
の
後
、
角
筆
が
海
外
か
ら

も
発
見
さ
れ
て
か
ら
は
、
海
外
の
研
究
者
も
増

え
、
研
究
も
進
み
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
角
筆
研
究
の
発
祥
の
地
で
あ
る
広
島
に
お

い
て
さ
え
も
、
角
筆
の
存
在
は
、
広
く
は
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

今
後
の
角
筆
研
究
の
課
題
と
し
て
思
う
と
こ

ろ
を
、
箇
条
書
き
に
し
て
示
す
。

を
ダ
行
音
に
し
た
例
、
合
音
の
開
音
化
な
ど
、

日
本
語
の
音
韻
史
に
と
っ
て
、
面
白
い
例
が
見

出
さ
れ
た
。

ア�　
『
謁
シ
』（
小
学　

校
本　

外
篇　

五
十
八

丁
表
１
行
目
）
の
左
傍
に
角
筆
で
「
エ
シ
」

と
書
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
な
ら
「
エ
ツ

シ
」
で
あ
る
。「
取
っ
て
来
る
」
を
「
と
て

く
る
」、「
持
っ
て
く
る
」
を
「
も
て
く
る
」

と
い
う
言
い
方
に
通
じ
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。

イ�　
『
嫠
』（
小
学　

校
本　

外
篇　

六
十
二
丁

裏
６
行
目
）
の
右
傍
に
角
筆
で
「
ヂ
」
と
書

か
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
な
ら
「
リ
」
と
書

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
う
ど
ん
」
を
「
う

ろ
ん
」、「
ら
ち
が
あ
く
」
を
「
だ
ち
が
あ
く
」

な
ど
、
西
日
本
で
広
く
、
ラ
行
と
ダ
行
は
今

で
も
交
替
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

ウ�　
『
菱
』（
文
選
旁
訓
大
全　

二
丁
表
１
０
行

目
）
の
右
傍
に
角
筆
で
「
リ
ヤ
ウ
」
と
書
か

れ
る
。
本
来
な
ら
、「
リ
ヨ
ウ
」で
あ
る
。「
子

音
＋
ｏ
ｕ
」
を
合
音
、「
子
音
＋
ａ
ｕ
」
を

開
音
と
呼
ぶ
が
、「
リ
ヤ
ウ
」
は
合
音
を
開

音
に
し
た
例
で
あ
る
。
現
在
の
安
芸
方
言
に

も
「
ひ
ろ
う
（
拾
う
）」
を
「
ひ
ら
う
」
と

い
う
言
い
方
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
角
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
に
は
、

墨
に
よ
る
書
き
入
れ
よ
り
も
、
話
し
言
葉
を
反

映
し
た
言
葉
が
書
か
れ
や
す
い
。
今
後
、
文
書

館
か
ら
多
く
の
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
精
査
す
れ
ば
、
安
芸
地
方
の
昔
の
言
葉
を

文
献
上
で
追
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

１　

�

角
筆
調
査
の
継
続
。
調
査
対
象
地
域
を

日
本
か
ら
世
界
へ
拡
大
す
る
こ
と
。

　

２　

角
筆
文
献
情
報
の
保
存
と
公
開
。

　

３　

角
筆
文
献
の
保
存
。

　

４　

�

公
的
に
古
文
書
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
や

研
究
者
へ
の
広
報
。

　

５　

若
い
人
材
の
育
成
。

　

角
筆
研
究
は
、
広
島
か
ら
世
界
に
発
信
で
き

る
研
究
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
広
島
の
地
で
誕

生
し
た
角
筆
研
究
は
、
広
島
の
地
で
守
り
、
発

信
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
を
継
続

さ
せ
、
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
若
い

研
究
者
を
育
て
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
文
書
館
で
の
角
筆
発
掘
調
査
は
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
み
ら
れ
る
言
語
事

象

　

今
回
見
つ
か
っ
た
角
筆
文
献
の
角
筆
の
書
き

入
れ
に
は
、
促
音
が
脱
落
し
た
例
や
、
ラ
行
音

【
付
載
】
広
島
県
立
文
書
館
蔵
角
筆
文
献
一
覧

（
二
〇
一
三
年
ま
で
の
状
況
）

〈
安
芸
国
広
島
浅
野
家
家
中
桑
原
家
文
書
〉

（
１
）�評
苑
改
正�

文
選
旁
訓
大
全　

一
冊　
（
文
献
番
号

　

３
）

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
７
糎　

横
１
８
・
５
糎　

青
表
紙　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
此
本
何
方
江
相
借
し
申

候
共
／
早
速
私
方
御
戻
し
可
被
下
候　

已
上　

桑

原
喜
太
良
本
也
／
辛
已
孟
冬
吉
辰

（
２
）論
語　

一
冊　
（
文
献
番
号　

７
）

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
糎　

横
１
８
・
８
糎　

青
表
紙

（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
上　

桑
原
吉
郎
二

（
３
）論
語　

一
冊　
（
文
献
番
号　

１
１
）

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
５
糎　

横
１
８
・
５
糎　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
桑
原
吉
郎
二
／
西
宮
竹
山

鶴
斎
／
桑
原
蔵
書

（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
藝
州
廣
島
／
水
主
町
／

上
ノ
桑
原
氏
／
三
月
八
日
求
之
也
／
鶴
斎
物
／
上

ノ
桑
原

（
４
）論
語　

一
冊　
（
文
献
番
号　

１
８
）

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
糎���

横
１
７
・
８
糎　

青
表
紙　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
奥
崎
氏

（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
嘉
永
二
酉
年

（
５
）
孟
子　

道
春
點　

一
冊　
（
文
献
番
号　

３
３
）

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
糎　

横
１
８
・
３
糎　

青
表
紙　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
６
）論
語　

一
冊　
（
文
献
番
号　

３
４
）

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
９
糎　

横
１
９
・
０
糎　

青
表
紙　

朱
書
書
き
入
れ
あ
り



【写真１】三好長慶書状
（三好家文書 201311-3）

【写真２】織田信長黒印状
（三好家文書 201311-6-2）
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（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
桑
原
氏　

上
ノ
桑
原
吉
郎

二（
裏
表
紙
・
墨
書
）
水
主
丁
桑
原
氏

（
７
）小
学　

校
本　

外
篇　

一
冊　
（
文
献
番
号　

３

５
）

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

墨
書
書

き
入
れ
あ
り

（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
染
唐
晋
漢
冉

（
刊
記
）
書
林
／
河
内
屋
藤
四
郎
／
須
原
屋
茂
兵

衛
／
山
城
屋
佐
兵
衛
／
須
原
屋
新
兵
衛
／
英
大
助

／
須
原
屋
伊
八
／
岡
田
屋
嘉
七
／
紙
屋
徳
八
／
河

内
屋
茂
兵
衛
／
河
内
屋
藤
兵
衛

〈
備
後
国
芦
田
郡
府
中
市
村
延
藤
家
文
書
〉

（
８
）孟
子
集
註　

再
刻　

四
冊　
（
文
献
番
号　

２
８

５
３
～
２
８
５
６
）

江
戸
時
代
後
期
板　

縦
２
２
・
３
糎　

横
１
５
・

６
糎　

茶
色
表
紙　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り　
「
西

備
府
延
藤
氏
蔵
書
記
」
朱
印
あ
り

��

（
刊
記
）
発
行
書
肆
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
岡
村
庄

助
／
須
原
屋
伊
八
／
和
泉
屋
庄
治
郎
／
須
原
屋
新

兵
衛
／
山
城
屋
佐
兵
衛
／
和
泉
屋
吉
兵
衛
／
岡
田

屋
嘉
七
／
河
内
屋
太
助
／
板

（
９
）重
訂
小
学
纂
註　

内
篇
、
外
篇　

三
冊　
（
文
献

番
号　

２
８
１
７
～
２
８
１
９
）

江
戸
時
代
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
板　
　

縦
２

２
・
８
糎　

横
１
５
・
５
糎　

青
表
紙　

墨
書
書

き
入
れ
な
し　
「
古
府
黌
印
」
朱
印
あ
り　

（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
廣
島
縣
第
三
回
優
等
試

験
第
壱
等
賞
品

（
貞　

表
紙
見
返
）
文
政
五
年
壬
午
夏
／
清
本
翻

刻
／
重
訂
小
学
纂
註
／
福
山
藩　

歳
寒
堂
蔵
板

（
刊
記
）
福
山
藩
歳
寒
堂
蔵
板　

江
戸
発
行
書
舗

　

鶴
屋
金
助
他

武
家
が
大
切
に
し
た
文
書

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
開
催
す

る
収
蔵
文
書
展
で
は
、
広
島
藩
士
三
好
家
に
伝

来
し
た
文
書
を
展
示
し
ま
す
。
当
館
に
は
、
平

成
三
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
三
好
家

文
書
二
七
点
（
文
書
群
番
号
一
九
九
一
〇
四
）

が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
五
年
度
、
親
族
の

方
か
ら
、
更
に
中
世
文
書
を
含
む
三
三
点
が
寄

託
さ
れ
ま
し
た
（
文
書
群
番
号
二
〇
一
三
一
一
、

八
頁
参
照
）。

　

江
戸
時
代
の
武
家
が
最
も
大
切
に
し
た
も
の

は
、
自
ら
の
由
緒
で
あ
り
、
家
系
で
し
た
。
門

地
や
身
分
を
重
視
す
る
江
戸
時
代
の
武
家
社
会

に
お
い
て
は
、
藩
士
と
し
て
の
家
を
継
承
し
、

子
孫
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
先
祖
の
功
績

や
家
譜
・
系
図
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）、
広
島
藩
は
藩
士

に
対
し
て
、
仕
官
の
経
緯
や
先
祖
の
武
功
、
歴

代
当
主
の
身
上
役
義
な
ど
を
ま
と
め
て
提
出
す

る
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。
藩
で
は
、
こ
れ
を
基

に
、
儒
学
者
の
寺
田
臨り
ん

川せ
ん

に
「
諸
士
系
譜
」
の

編
纂
を
命
じ
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
完

成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
に
は
、
藩
主
浅
野
家
の
系
譜
や
藩
政
の

沿
革
編
纂
に
着
手
し
、
浅
野
家
の
記
録
や
諸
役

所
の
記
録
な
ど
を
調
査
し
た
ほ
か
、
全
て
の
家

臣
か
ら
先
祖
由
緒
書
を
は
じ
め
、
各
藩
士
が
所

蔵
す
る
元
和
年
間
ま
で
の
浅
野
家
に
関
す
る
書

付
類
を
提
出
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
文
化
五

年
（
一
八
〇
八
）
に
は
「
旧
臣
録
」
や
「
藩
士

略
伝
」
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
各
藩
士
は
、
こ

の
よ
う
な
藩
の
求
め
に
応
じ
る
た
め
に
も
、
自

ら
の
家
の
由
緒
書
や
、
そ
れ
を
証
明
す
る
文
書
、

系
譜
資
料
、
藩
主
か
ら
直
接
渡
さ
れ
た
文
書
や

書
画
類
な
ど
を
大
切
に
保
存
し
て
お
く
必
要
が

あ
っ
た
の
で
す
。

三
好
家
文
書
の
信
長
・
秀
吉
書
状

　

広
島
藩
士
三
好
家
で
は
、
先
祖
の
三
好
長な
が

慶よ
し

書
状
【
写
真
１
】
や
、
広
島
藩
士
三
好
家
の
初

代
、
助
兵
衛
（
初
名
は
孫
九
郎
）
生
勝
が
広
島

藩
に
出
仕
す
る
以
前
に
織
田
信
長
や
羽
柴
（
豊

臣
）
秀
吉
か
ら
送
ら
れ
た
書
状
、
歴
代
当
主
が

広
島
藩
主
か
ら
発
給
さ
れ
た
知
行
目
録
な
ど
を

大
切
に
保
管
し
、
今
日
ま
で
伝
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
古
文
書
や
系
図
な
ど
を
通
じ
て
、
三

好
家
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
明
ら
か
と
な
り
ま

す
。

　

広
島
藩
士
三
好
家
の
初
代
、
生
勝
の
先
祖
は
、

織
田
信
長
が
登
場
す
る
以
前
、
近
畿
か
ら
東
瀬

戸
内
海
を
支
配
し
た
戦
国
大
名
の
三
好
長
慶

（
一
五
二
二
～
六
四
）
で
す
。

　

長
慶
の
跡
を
継
い
だ
義よ
し

継つ
ぐ

は
、
三
好
三
人
衆

ら
と
と
も
に
将
軍
足
利
義
輝
を
殺
害
し
ま
し
た

が
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）、
織
田
信
長
に

滅
ぼ
さ
れ
、
戦
国
大
名
と
し
て
の
三
好
家
は
絶

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
継
と
さ
れ
た
三

好
生
勝
は
、
義
継
の
名
跡
を
継
い
で
信
長
に
認

め
ら
れ
、
河
内
国
で
五
四
九
〇
石
を
領
し
ま
す
。

天
正
七
年
、
信
長
か
ら
一
向
宗
が
立
て
籠
も
る

石
山
本
願
寺
へ
攻
め
入
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
と

【
写
真
２
】、
そ
の
戦
い
で
負
傷
し
な
が
ら
も

軍
功
を
あ
げ
、
信
長
か
ら
感
状
と
甲
冑
・
陣
羽

織
・
短
刀
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

信
長
は
天
正
十
年
に
明
智
光
秀
の
謀
反
に
あ

《
収
蔵
文
書
展
に
寄
せ
て
》

広
島
藩
士 

三
好
家
伝
来
の
文
書
か
ら



【写真３】羽柴（豊臣）秀吉書状
（三好家文書 201311-4-1）

【写真４】浅野光晟黒印知行目録
（三好家文書 199104-1）
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関連事業　文書館講演会
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申込　電話・葉書・ＦＡＸ・Ｅメールで文書館まで
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い
、本
能
寺
の
変
で
死
去
し
ま
す
。光
秀
を
討
っ

た
羽
柴
秀
吉
が
、
柴
田
勝
家
と
敵
対
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
生
勝
は
当
時
病
気
で
臥
せ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秀
吉
に
手
紙
を
送
り
、
贈

り
物
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
麾き

下か

に
属
す

る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
信
任
を
得
た
と
思
わ

れ
ま
す
。【
写
真
３
】
の
書
状
で
、
秀
吉
は
贈

り
物
へ
の
礼
だ
け
で
な
く
、
生
勝
が
病
気
だ
と

心
も
と
な
い
の
で
、
よ
く
養
生
す
る
よ
う
に
と

伝
え
て
い
ま
す
。

　

三
好
家
文
書
の
信
長
と
秀
吉
の
書
状
を
比
較

す
る
と
、
美
辞
麗
句
を
廃
し
た
実
用
的
な
信
長

書
状
に
対
し
て
、
秀
吉
書
状
は
き
め
細
や
か
な

配
慮
に
満
ち
、
相
手
の
人
心
を
掴つ
か

む
交
渉
術
の

妙
を
う
か
が
い
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
島
藩
士
三
好
家
の
文
書

　

生
勝
は
、
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
の
朝

鮮
出
兵
で
肥
前
名な

護ご

屋や

城
ま
で
出
陣
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
北
き
た
の

政ま
ん

所ど
こ
ろに
附
属
し
、
関
ヶ
原
の
乱
後

に
一
旦
は
豊
臣
秀
頼
に
属
し
ま
す
が
、
浪
人
し
、

福
岡
藩
主
黒
田
長
政
か
ら
客
分
と
し
て
二
〇
〇

〇
石
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
坂
冬
の
陣
で
は

黒
田
軍
の
先
陣
を
勤
め
、
働
き
が
あ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

　

元
和
七
年
（
一
六
一
九
）、
黒
田
家
を
辞
す

こ
と
に
な
っ
た
生
勝
は
、
北
政
所
に
仕
え
て
い

た
頃
に
面
識
が
あ
っ
た
広
島
藩
主
浅
野
長な
が

晟あ
き
らか

ら
仕
官
の
誘
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
浅
野
家
か
ら
三
〇
〇
〇
石
を
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
黒
田
家
に
も
配
慮
し
て
断
り
、
二
〇

〇
〇
石
で
仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
二
人
の
息
子
も
各
々
五
〇
〇
石
で
召
し
抱
え

ら
れ
、
後
に
生
勝
子
孫
の
広
島
藩
士
は
分
家
を

併
せ
て
五
家
と
な
り
ま
す
。

　

三
好
家
文
書
に
は
、
系
図
以
外
に
生
勝
の
浅

野
家
仕
官
の
経
緯
を
示
す
文
書
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
浅
野
家
の
記
録
に
は
、
仕
官
に
当
た
り
浅

野
長
晟
が
生
勝
へ
宛
て
た
書
状
が
写
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
三
好
家
の
分
家
で
保
存
さ
れ

て
い
た
長
晟
書
状
が
、
広
島
藩
の
求
め
に
応
じ

て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
館
収
蔵
の
三
好
家
文
書
で
、
最
も
古
い
江

戸
時
代
の
文
書
は
、寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、

二
代
目
の
宗
左
衛
門
生
高
に
宛
て
た
浅
野
光
み
つ
あ
き
ら晟

黒
印
知
行
目
録
で
す
【
写
真
４
】。
生
高
は
父

生
勝
が
黒
田
家
を
辞
去
し
た
後
も
福
岡
藩
で
厚

遇
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
勝
の
死
去
後
、
広
島
藩

へ
移
る
こ
と
に
な
り
、
改
め
て
広
島
藩
主
浅
野

光
晟
か
ら
三
〇
〇
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
た
の

で
す
。
三
好
家
文
書
に
は
こ
れ
を
含
め
、
全
部

で
一
四
通
の
藩
主
黒
印
知
行
目
録
が
あ
り
ま
す
。

　

広
島
藩
で
は
、
一
〇
〇
石
以
上
の
藩
士
は
、

藩
か
ら
知
行
地
（
給
知
）
を
指
定
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
納
め
ら
れ
る
年
貢
を
収
入
源
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
藩
主
黒
印
が
据
え
ら
れ
た
知
行

目
録
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
藩
主
の
代
替
わ
り
や

藩
士
の
家
督
相
続
、
そ
し
て
功
績
に
よ
っ
て
禄

髙
が
加
増
さ
れ
る
た
び
に
、
改
め
て
知
行
目
録

が
発
給
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

知
行
目
録
は
、
先
祖
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た

家
の
由
緒
を
証
明
す
る
文
書
と
し
て
、
藩
士
の

家
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

広
島
藩
の
武
家
文
書
保
存
に
向
け
て

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
広
島
藩
士
の
子

孫
で
あ
る
林
保や
す

登と

が
編
集
、
刊
行
し
た
『
芸
藩

輯し
ゅ
う
よ
う
要　

附
藩
士
家
系
名
鑑
』
と
い
う
図
書
が
あ

り
ま
す
。
林
は
こ
の
図
書
の
中
で
、「
今
日
果

し
て
お
互
の
家
系
に
関
す
る
記
録
乃な
い

至し

観
念
が

昔
日
の
そ
れ
の
如
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
、

明
治
維
新
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
過
し
、
広
島

藩
士
と
し
て
の
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
嘆
き
、
記
録
や
口
頭
伝
承
が
保
存
さ
れ
子

孫
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い

ま
す
（
第
四
編
「
藩
士
家
系
録
」
要
旨
）。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
か
ら
八
十
年
以
上
が
経
過
し

た
今
日
、
広
島
は
戦
争
や
原
爆
を
経
験
し
、
多

く
の
文
化
遺
産
を
失
い
ま
し
た
。
旧
藩
士
が
所

持
し
て
い
た
古
文
書
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
展
示
が
、
旧
藩
士
の
文

書
保
存
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。�

（
西
村　

晃
）
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原
爆
投
下
時
広
島
県
知
事
で
あ
っ
た
高
野
源

進
が
、大
阪
府
次
長
時
代
の
上
司
・
池
田
清き

よ
し（

大

阪
府
知
事
、
貴
族
院
議
員
、
衆
議
院
議
員
な
ど

を
歴
任
）
に
宛
て
た
四
通
の
書
簡
。
池
田
清
の

私
設
秘
書
が
保
存
し
て
い
た
も
の
で
、「
収
蔵

文
書
の
紹
介
」
展
示
で
初
公
開
し
、
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
に
改
め
て

紹
介
し
ま
す
。

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
六
月
、
本
土
決

戦
に
備
え
た
行
政
機
構
再
編
の
一
環
と
し
て
地

方
総
監
府
が
設
置
さ
れ
、
広
島
県
知
事
の
大
塚

惟い

精せ
い

が
中
国
地
方
総
監
に
就
任
、
後
任
の
広
島

県
知
事
に
は
、
大
阪
府
次
長
の
高
野
源
進
が
就

任
し
ま
し
た
。
高
野
の
最
初
の
書
簡
は
、
一
九

四
五
（
昭
和
二
十
）
年
六
月
二
十
日
付
、
広
島

県
知
事
に
赴
任
し
た
直
後
の
も
の
で
す
。
既
に

大
阪
空
襲
を
体
験
し
た
民
防
空
の
責
任
者
と
し

て
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
書
簡
か
ら
高
野
の
最

大
の
関
心
事
が
、
空
襲
へ
の
備
え
に
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

当
地
は
今
日
迄
は
空
襲
も
比
較
的
少
な
か

り
し
も
、
何い
ず

れ
近
々
大
空
襲
あ
る
こ
と
と

覚
悟
致い
た
し
お居

り
候
、
当
地
は
地
域
狭
小
、
河

川
多
く
、
殆
ん
ど
全
部
木
造
建
築
に
て
、

火
災
発
生
せ
ば
如
何
と
も
致い
た
し
が
た難き
状
況
に

て
、
唯た
だ

心
の
み
あ
せ
り
居
り
候

中
小
都
市
の
総
て
が
焼
土
と
化
せ
る
昨
今
、

当
広
島
市
の
み
は
、
さ
し
た
る
被
害
も
蒙
こ
う
む

ら
ず
、
却
っ
て
気
味
悪
き
様
感
ぜ
ら
れ
居

り
候
、
果
し
て
間
に
合
ふ
や
否
や
不
明
な

る
も
、
目
下
大
々
的
に
建
物
の
疎
開
を
実

施
中
に
有こ
れ

之あ
り

候

　

し
か
し
、
建
物
疎
開
を
無
意
味
化
す
る
ほ
ど

の
巨
大
兵
器
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

結
果
的
に
は
学
徒
、
国
民
義
勇
隊
と
し
て
動
員

さ
れ
た
建
物
疎
開
作
業
従
事
者
が
大
被
害
を
蒙

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
水か

主こ

町
に
あ
っ
た
県

庁
も
原
爆
で
倒
壊
し
、
出
勤
途
上
の
職
員
も
全

滅
に
近
い
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
八
月
六
日
当

日
、
高
野
は
福
山
方
面
に
出
張
中
で
難
を
逃
れ

ま
し
た
が
、
大
塚
総
監
、
粟
屋
仙
吉
広
島
市
長

は
死
亡
、
高
野
は
生
き
残
っ
た
行
政
ト
ッ
プ
と

し
て
、
原
爆
投
下
後
の
広
島
市
の
処
理
に
当
面

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
臨
時
の
県
庁
は
当
初
、
比

治
山
下
の
多
聞
院
、
七
日
に
は
東
警
察
署
に
移

転
、
さ
ら
に
、
八
月
二
十
日
に
安
芸
郡
府
中
町

の
東
洋
工
業
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

原
爆
投
下
、
終
戦
後
の
九
月
七
日
の
書
簡
は
、

東
洋
工
業
内
の
県
庁
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

敗
戦
は
誠
に
無
念
、
と
心
情
を
吐と

露ろ

し
つ
つ
、

天
皇
の
終
戦
詔
書
に
従
い
皇
国
の
再
建
を
期
す
、

と
誓
っ
て
い
ま
す
。

大
東
亜
戦
争
も
斯か

か
る
終
結
を
見
る
と
は

誠
に
無
念
至
極
に
奉
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り

存
候
、
然し
か

れ
共
今
や

何
を
か
言
は
む
、
只
ひ
た
す
ら
し
ょ
う
し
ょ
う
ひ
っ
き
ん

管
承
詔
必
謹
、
皇
国

の
再
建
を
期
す
る
の
み
に
御
座
候

　

原
爆
投
下
目
標
と
な
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
広

島
へ
の
空
襲
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
県
知

事
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
七
月

二
十
一
日
付
の
書
簡
で
は
、
広
島
に
空
襲
が
な

い
こ
と
を
、「
却か
え

っ
て
気
味
悪
き
様
感
ぜ
ら
れ

居
り
候
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
庁
職
員
は
出
張
中
の
者
を
除
き
全

部
が
被
害
を
受
け
、
六
百
六
名
が
死
亡
し
、「
尚

相
当
数
の
死
者
を
出
す
こ
と
」
を
覚
悟
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
原
爆
の
威
力
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、「
科
学
の
研
究
こ
そ
将
来
戦
争
の
勝
負

を
決
す
る
唯
一
無
二
の
戦
法
」
と
し
て
い
ま
す
。

当
県
庁
員
に
し
て
既
に
死
亡
せ
る
も
の
六

百
六
名
、
尚
相
当
数
の
死
者
を
出
す
こ
と

と
存
じ
居
り
候
、
生
を
全ま
っ
とふ

せ
し
も
の
ゝ

多
く
は
出
張
中
の
為
当
地
に
在
ら
ざ
り
し

者
に
し
て
、
重
軽
傷
者
を
加
ふ
れ
ば
在
庁

員
の
全
部
と
云
ふ
も
過
言
に
無こ
れ

之な
く

候
、
将

来
の
戦
争
態
形
に
つ
き
て
は
深
く
考
ひ
さ

せ
ら
る
ゝ
も
の
有
之
、
防
空
の
如
き
は
如

何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
次
第
と
存
ぜ
ら
れ

候
、
科
学
の
研
究
こ
そ
将
来
戦
争
の
勝
負

を
決
す
る
唯
一
無
二
の
戦
法
か
と
存
ぜ
ら

れ
候

　

占
領
軍
が
矢
継
ぎ
早
に
改
革
指
令
を
出
し
て

い
る
中
で
、
十
月
四
日
の
書
簡
で
は
、「
今
明

年
中
に
は
政
治
上
、
経
済
上
、
国
内
は
混
沌
た

る
状
況
を
招
来
す
べ
く
、
甚
だ
憂
慮
に
不た
え
ざ堪

る

次
第
に
御
座
候
」
と
、
不
安
を
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
直
後
、
高
野
は
広
島
を
離
れ
警
視
総
監
に

栄
転
し
ま
し
た
が
、「
混
沌
た
る
状
況
を
招
来
」

と
予
期
し
憂
慮
し
た
の
が
的
中
し
た
か
の
ご
と

く
、
翌
年
一
月
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
公
職
追
放
覚

書
が
出
さ
れ
、
辞
職
、
九
月
公
職
追
放
さ
れ
ま

す
。�

（
安
藤
福
平
）
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平
成
二
十
五
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書

　

当
館
で
は
、
こ
の
度
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
土

砂
災
害
で
被
災
し
た
ア
ル
バ
ム
・
写
真
へ
の
対

処
法
（
手
引
き
）」
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
土
砂

災
害
な
ど
で
泥
や
水
に
濡
れ
た
ア
ル
バ
ム
や
写

真
の
対
処
方
法
を
、
当
館
で
行
っ
た
修
復
作
業

の
経
験
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
昨
年
八

月
二
十
日
に
広
島
市
で
発
生
し
た
大
規
模
土
砂

災
害
で
は
、
多
く
の
方
々
が
被
災
し
、
住
宅
地

な
ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
地

で
は
、
復
旧
作
業
の
中
、
土
砂
や
瓦が
れ
き礫
の
中
か

ら
ア
ル
バ
ム
類
や
写
真
が
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
館
に
も
、
被
災
後
、
土
砂
に
流
さ
れ
た
ア
ル

バ
ム
と
写
真
の
修
復
依
頼
が
一
件
あ
り
、
約

一
ヶ
月
半
に
わ
た
っ
て
、
神
戸
の
史
料
ネ
ッ
ト

や
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
の
助
言
の
も
と
、
ア
ル

バ
ム
か
ら
写
真
を
取
り
出
し
て
乾
燥
さ
せ
る
作

業
と
写
真
の
洗
浄
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

写
真
の
洗
浄
に
は
高
校
生
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
の
こ
う
し
た
体
験
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、通
常
印
刷
用（
Ａ
４
）

と
三
つ
折
両
面
印
刷
用
（
Ｂ
４
）
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
三
つ
折
両
面
印
刷
用
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
サ
イ
ズ
な
の
で
、
実
際
に
作
業
を
す
る

際
、
手
元
に
置
け
て
携
帯
に
便
利
で
す
。
表
紙

に
は
、
作
業
概
要
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
す

る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
、
よ
り
詳
し
く
知
り

小お

都づ

勇ゆ
う

二じ

資
料
（
寄
贈
）

　

小
都
勇
二
（
一
九
一
一
～
九
九
）
は
高
田
郡

吉
田
町
（
現
安
芸
高
田
市
）
の
郷
土
史
研
究
家
。

中
国
新
聞
社
に
勤
め
る
傍
ら
、
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
に
吉
田
郷
土
史
調
査
会
を
結
成
し
、

毛
利
氏
な
ど
高
田
郡
の
郷
土
史
調
査
・
研
究
に

心
血
を
注
い
だ
。
高
田
郡
・
ヒ
ロ
シ
マ
関
係
新

聞
切
抜
、
吉
田
町
会
資
料
、
新
旧
地
図
・
絵
図
、

執
筆
原
稿
や
著
作
物
、
収
集
古
文
書
や
複
製
資

料
、
絵
葉
書
、
毛
利
氏
関
係
資
料
な
ど
、
四
九

二
三
点
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
一
）

高
橋
家
文
書
（
寄
贈
）

　

高
橋
家
は
、幕
末
期
に
賀
茂
郡
高
屋
東
村（
現

東
広
島
市
高
屋
町
）
で
庄
屋
な
ど
、
明
治
に
は

戸
長
、
東
高
屋
村
長
な
ど
を
勤
め
た
。
宝
永
・

元
禄
年
間
の
給き
ゅ
う
ち
み
ず
ち
ょ
う

知
水
帖
、
文
政
以
降
の
年
貢
勘

定
帳
、
天
保
以
降
の
御ご

用よ
う

留と
め

、
争
論
関
係
な
ど

の
庄
屋
文
書
の
ほ
か
、
戸
長
役
場
文
書
や
東
高

屋
村
長
に
関
す
る
文
書
な
ど
二
四
五
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
二
）

佐
々
木
要か
な
め氏

収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

佐
々
木
要
氏
は
昭
和
十
九
年
一
月
に
第
一
三

次
松し
ょ
う
か
こ
う

花
江
広
島
県
総
合
開
拓
団
の
う
ち
、
満
州

分
村
常つ
ね

金か
ね

丸ま
る

開
拓
団
の
一
員
と
し
て
満
州
国
吉

林
省
へ
渡
っ
た
が
、
同
開
拓
団
の
総
員
二
一
一

人
の
う
ち
、
一
〇
〇
名
が
帰
国
で
き
ず
に
死
没

し
た
。
資
料
は
、
佐
々
木
氏
が
帰
国
後
に
収
集

し
た
満
州
開
拓
団
関
係
の
常
金
丸
役
場
文
書
や
、

た
い
方
の
た
め
に
参
考
サ
イ
ト
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
に
必
要
な
用
具
類
と
作
業
上
の

注
意
点
な
ど
を
ま
と
め
、
事
前
の
準
備
に
役
立

つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
作
業
手
順
は
、【
被
害

を
受
け
た
ア
ル
バ
ム
か
ら
写
真
を
取
り
出
す
】、

【
写
真
の
洗
浄
】、【
写
真
の
洗
浄
を
し
な
い
場

合
】
の
三
つ
の
項
目
に
分
け
、
作
業
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
写
真
も
入
れ
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

三
つ
折
両
面
印
刷
用
で
は
、
以
上
の
三
つ
の
項

目
を
見
開
き
に
し
て
、
作
業
ご
と
の
流
れ
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
、
見
出
し
の
色
や
写
真
の

配
置
を
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
裏
表
紙

に
は
、
洗
浄
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
図
解
し

た
【
写
真
の
洗
浄
手
順
】
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
資
料
保
存
関
係
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
ご
と
に
作
成
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
保
存
管
理
講
座
」
で
公
開

し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

す
る
こ
と
で
、�

こ
れ
ら
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、

来
館
者
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
文
書
館
の
責
務
と
し
て
、
資
料

保
存
に
関
す
る
業
務
の
蓄
積
を
、
市
民
向
け
の

分
か
り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
公
開
し
、

資
料
保
存
活
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
下
向
井
祐
子
）

佐
々
木
氏
の
追
憶
記
録
な
ど
三
五
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
三
）

野
上
光
子
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

木
原
桑そ
う

宅た
く

（
一
八
一
八
～
八
一
）
自
筆
と
思

わ
れ
る
広
島
藩
主
浅
野
家
の
年
代
記
一
点
。
桑

宅
（
慎
一
郎
）
は
幕
末
に
、
最
初
は
医
師
、
後

に
は
儒
者
と
し
て
広
島
藩
に
仕
え
、
藩
政
改
革

に
関
わ
っ
た
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
四
）

米
田
氏
所
蔵
資
料
（
寄
贈
）

　

平
成
二
十
五
年
五
月
に
、
米
田
弘
恵
氏
が
米

国
シ
ア
ト
ル
で
、
現
地
在
住
の
日
系
二
世
・
三

世
の
ア
メ
リ
カ
人
七
名
（
う
ち
四
名
は
広
島
の

関
係
者
）
か
ら
、
戦
時
中
の
体
験
等
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
記
録
七
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
五
）

岡
本
家
文
書
（
寄
贈
）

　

岡
本
（
大
松
屋
）
儀
一
郎
は
、
沼
隈
郡
松
永

町
で
製
塩
の
改
良
に
努
め
、
松
永
銀
行
を
設
立

し
て
専
務
取
締
役
を
務
め
た
ほ
か
、
合
資
会
社

松
永
製
薬
所
の
設
置
に
尽
力
し
た
。
そ
の
子
織

之
助
は
製
塩
や
製
薬
業
に
従
事
し
、
町
会
議
員

と
し
て
町
政
に
も
参
与
し
た
。
文
書
は
、
塩
業

経
営
関
係
文
書
や
写
真
な
ど
八
二
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
六
）

岡
本
克
子
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

大
松
屋
の
本
家
に
当
た
る
松
永
町
の
岡
本
家

（
大
儀
屋
）
は
、
江
戸
時
代
に
製
塩
業
で
財
を

築
い
た
。
松
永
塩
業
組
合
「
塩
田
従
業
員
就
業

規
則
」
な
ど
一
部
を
除
き
、
大
半
は
親
戚
筋
の

甲
奴
郡
上
下
町
・
田
辺
家
の
古
文
書
や
和
書
類
。

田
辺
家
は
同
地
の
豪
商
田
辺
家
の
分
家
で
、
幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
同
地
の
役
人
を
、
明
治
末

被
災
写
真
へ
の
対
処
法
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
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利
用
案
内

■
開
館
時
間

　

＊ 

月
～
金
曜
日 

９
時
～
17
時

　

＊ 

土
曜
日　
　

 

９
時
～
12
時

■
休 

館 

日

　

＊ 

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日

　

＊ 

年
末
年
始（
12
月
28
日
～
1
月
4
日
）

■
交　
　

通

　

＊ �

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
バ
ス
（
ベ
イ
シ
テ
ィ

経
由
広
島
港
・
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
方
面

行
き
）
で
「
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
前
」

下
車
、
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
経
由

広
島
港
行
き
）
で
広
電
本
社
前
下
車
約

五
〇
〇
ｍ
、
県
情
報
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り　

第
三
十
九
号

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
三
月
十
三
日
発
行

編
集
発
行　

広
島
県
立
文
書
館

　
　
　
　
　

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電　
　

話　

〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

〇
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.lg.jp

　
　
　
　

/site/m
onjokan/

印　
　

刷　

鯉
城
印
刷
株
式
会
社

平
成
二
十
五
年
度
の
主
な
で
き
ご
と

期
に
上
下
村
長
を
務
め
た
。
三
上
・
三み

谿た
に

郡
の

「
国こ
く

郡ぐ
ん

志し

下し
た

調し
ら

べ
書か
き
だ
し
ち
ょ
う

出
帳
」
な
ど
の
庄
屋
文
書
、

仕
切
な
ど
取
引
や
帳
簿
類
、
上
下
町
の
「
事
務

引
継
目
録
」
な
ど
一
八
七
九
点
。

�
（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
七
）

小
田
喜
八
郎
文
書
（
寄
贈
）

　

双ふ
た

三み

郡
三
次
町
の
小
田
喜
八
郎
が
所
持
し
て

い
た
「
海
軍
履
歴
書
」
一
点
。
喜
八
郎
は
大
正

十
年
（
一
九
二
一
）
に
呉
海
兵
団
へ
四
等
水
兵

と
し
て
入
隊
、
巡
洋
艦
「
浅
間
」
を
皮
切
り
に

戦
艦
・
駆
逐
艦
な
ど
に
搭
乗
し
た
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
現
役
満
期
と
な
っ
た
が
、
昭

和
十
六
年
に
再
度
召
集
さ
れ
、
南
洋
方
面
へ
従

軍
し
た
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
八
）

財
団
法
人
広
島
県
傷し
ょ
う
い痍

軍
人
会
文
書
（
寄
贈
）

　

財
団
法
人
広
島
県
傷
痍
軍
人
会
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
で
戦
傷
を
負
っ
た
傷
痍
軍
人
の
生
活

の
援
護
、
親
睦
福
祉
増
進
を
図
る
目
的
で
設
立

さ
れ
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
の
た
め
平
成
二
十

五
年
十
一
月
に
解
散
し
た
。
財
団
設
立
認
可
申

請
書
な
ど
の
書
類
や
映
像
資
料
、
音
声
資
料
な

ど
五
九
点
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
〇
九
）

高た
か

野の

源げ
ん

進し
ん

書
簡
（
寄
託
）

　

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
に
広
島
県
知
事

に
着
任
し
た
高
野
源
進
が
、
原
爆
投
下
を
挟
み
、

前
職
の
大
阪
府
次
長
時
代
の
上
司
に
当
た
る
池

田
清
に
宛
て
た
四
通
の
書
簡
（
詳
細
は
六
頁
を

参
照
）。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
一
〇
）

三
好
家
文
書
（
寄
託
）

　

広
島
藩
士
三
好
家
に
伝
来
し
た
、
先
祖
の
戦

国
大
名
三
好
長
慶
書
状
や
、
初
代
三
好
生
高
が

仕
え
た
織
田
信
長
・
羽
柴
秀
吉
書
状
な
ど
の
中

世
文
書
、
広
島
城
下
町
絵
図
、
書
画
類
な
ど
を

含
む
三
三
点
。
平
成
三
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
三

好
家
文
書
（
江
戸
時
代
文
書
が
中
心
）
と
所
蔵

者
は
異
な
る
が
、
同
一
出
所
の
文
書
（
詳
細
は

四
頁
を
参
照
）。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
三
一
一
）

　

こ
の
ほ
か
、
廣
島
銀
行
「
創
業
百
年
史
」
編

纂
資
料
（
寄
託
、
一
九
九
一
〇
九
）
一
点
（
本

店
新
築
記
念
行
歌
レ
コ
ー
ド
）、
'89
海
と
島
の

博
覧
会
・
ひ
ろ
し
ま
記
録
写
真
フ
ィ
ル
ム
（
寄

贈
、一
九
九
六
〇
一
）
四
点
（
フ
ィ
ル
ム
原
版
）、

広
島
県
深
安
郡
・
山
野
村
役
場
文
書
（
寄
託
、

一
九
九
六
〇
七
）
三
九
二
八
点
（
明
治
～
昭
和

三
十
年
代
の
村
役
場
庶
務
関
係
文
書
な
ど
）、

広
島
浅
野
家
家
中
・
原
家
文
書
（
寄
託
、
一
九

九
七
一
〇
）
二
八
点
（
藩
主
短
冊
や
書
画
軸
物

な
ど
）、
藤
光
秀
雄
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
、
二

〇
〇
七
〇
七
）
一
点
（
長
州
征
伐
記
録
）、
山

県
郡
加
計
村
・
井
上
家
文
書
（
寄
託
、
二
〇
〇

七
〇
九
）
六
九
〇
点
（
書
簡
、
郷
総
代
文
書
）、

世
羅
郡
小
国
村
・
田
丸
家
文
書
（
寄
贈
、
二
〇

〇
八
〇
九
）
一
三
二
点
（
年
貢
下
札
、
証
文
、

小
作
帳
な
ど
）、
賀
茂
郡
川
尻
村
・
河
野
（
本

河
野
）
家
文
書
（
寄
託
、
二
〇
〇
九
〇
八
）
三

七
五
点
（
和
書
）、
安
芸
郡
坂
村
・
兒
玉
家
文

書
（
寄
託
、
二
〇
一
〇
〇
三
）
八
五
点
（
県
布

達
指
令
全
報
、
官
令
全
報
等
）、
佐
伯
郡
五
日

市
村
・
林
家
文
書
（
寄
贈
、
二
〇
一
二
一
〇
）

四
四
四
点
（
和
漢
書
）
が
追
加
さ
れ
、
合
計
古

文
書
は
二
五
七
、
九
三
三
点
と
な
っ
た
。

4
月
16
日　

�

山
野
村
役
場
文
書
追
加
寄
託
分
受

入
れ
（
～
25
日
）

5
月
31
日　

広
文
協
総
会

6
月
1
日　

�

文
書
館
講
演
会
、
中
国
四
国
地
区

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
（
～
7

日
）

6
月
8
日　

古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

6
月
13
日　

文
書
調
査
員
会
議

6
月
24
日　

�

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
広
島
県
庁

舎
の
戦
災
復
興
」（
～
9
月
28
日
）

7
月
20
日　

続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

9
月
30
日　

�

広
文
協
第
一
回
研
修
会
（
東
広
島

市
役
所
）

10
月
15
日　

�

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
広
島
ゆ
か

り
の
『
古
典
籍
』
展
」（
～
12
月

27
日
）

10
月
29
日　

�

選
別
文
書
を
県
庁
か
ら
中
間
書
庫

へ
搬
入

11
月
1
日　

�

県
立
広
島
大
学
、
県
立
図
書
館
と
、

「
古
典
の
日
」連
携
講
座
開
催（
～

２
日
）

11
月
26
日　

保
存
管
理
講
習
会

1
月
14
日　

�

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
デ
ー
タ
で

み
る
深
安
郡
山
野
村
の
経
済
成

長
」（
～
3
月
20
日
）

2
月
25
日　

広
文
協
第
二
回
研
修
会

3
月
14
日　

文
書
館
だ
よ
り
第
38
号
発
行

3
月
31
日　

�
文
書
館
資
料
集
8
「
村
上
家
乗　

万
延
元
年
・
文
久
元
年
」
発
行


